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第 II 竃超伝導体の強い磁場の もと-T･の振舞いはAbrik.S｡Ⅴ の理論宜 よ

って理解される｡この理論によれば､この種の超伝導体では強い磁場の もと

ではmixed stase とよばれる状態があらわれ､この時には磁嘘はbuユkの

中に二次元的なpattern をも?た磁束 として侵入する. この構造の直接的

検証は非常に興味が奉るけれども今まで行なわれていないo二つの超伝導体

の もunneli血gには普通の準麗子によるもの0̀)他に,凝縮対が tunneユする

可能性がJosephso畢2)1はまって指摘 されたO後者 は凝縮部分の相にも依存

するので､ もしこれ らが周期的な構造 をもっ ているとす.れば､Josephson

恵流,には干渉効果があらわれることが期待される. こ･ゝ ではこの干渉効果を

利用 して､Abrikosovの構造が観測できると思われる二つの可能性を考え

てみることにする｡

1)二つのmixed stateの間のJosiOPSOn電流

それぞれ磁場q 及び甲2の もとにある二つのmixed stateの間のもunne･

lingを考えることにするO この時のJo､sephson電流はGreen函数を用い

て計算すると
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pl , P2 はそれぞれ 頂 r eq了 言責r efちで与 えら

4)
pl , P2 はそれぞれ ユニ eq, ニm efちで与 えられ るO-もL Al及び42

がyについて周期的であるならば､3にこっの周期の干渉効果があらわれる.

もLdを十分大 きく (d≫ 10dcm)にとるならば､二つの周期が比軟的小

さな共通の高詞披成分を もつ ときだけ♂ は有限になるが他の場合にはnegl1-

gibユe ほなるOしたがって一方の磁場を変えることによってこの構造の周期

をかえこれによる電流の変化を測定すれば､ もう一方の構造が explicitに

あらわれ る. 具鉢的な計算めために もransiもionの近 くでのAbrikosov'8

の解を用いて計算すると
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のようになる｡

2) ju.nction に磁場を含む場合~

Juncもion に磁場が･bるときに､干渉効果があらわれることが 最近 の実

験によっ てたしかめられたb5-5,)一方がAbrikosLⅤの mixed sta･teにある
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ときには､ どのようになるかを考えてみよう｡ この ときの電流は同様な計算

を行なうと､一

J8-R = 1
1 1 1
- - .il-T 7= = ===============亨====
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に な り
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J′-42忘 fdCm{ A l ( -X i ･y) exp(-i2鞄 ay十α)チdy

p.-上 達 efl と書けるo 射 まj･unction-T･の磁壕- さaはjunc-67FT

もionの巾をあらわす.この ときにLはjunctionでの磁場の強 さを変える

と､3′にはdiffracもion patternがあらわれこれか ら1のAbrikosov

の構造をきめることができる一｡
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